２２循環第４１２号
２２環廃第１９３号
２２豊環廃第１６１号







  ２２  廃  第５８６号







  豊廃発第７１１号







  平成２２年９月３日
　

　社団法人愛知県産業廃棄物協会会長　様

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　愛知県環境部長
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　名古屋市環境局長
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　豊橋市環境部長
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　岡崎市環境部長
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　豊田市環境部長
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（公印省略）
石綿含有産業廃棄物の適正処理について（通知）

　日頃から本県の廃棄物行政の推進にご理解とご協力をいただき感謝しております。

　先般、建築物の解体に伴い発生したコンクリート塊（がれき類）を利用した再生砕石に、石綿を含むスレート材等の破砕物（石綿含有産業廃棄物）が混入しているとの新聞報道がありました。

　石綿含有産業廃棄物の取扱いについては、平成１９年１１月５日付けで環境省が「石綿含有廃棄物等処理マニュアル」を定めたところです。

ついては、同マニュアルに従い、収集運搬・処分のそれぞれの過程において、下記の事項に留意して適正処理を徹底されるよう周知願います。

なお、貴団体会員のがれき類等の破砕許可を持つ中間処理業者に対して別添のとおり（例示：愛知県分）通知しておりますのでご承知ください。

記

１　収集運搬、積替え保管に際しては、他の廃棄物と区分し、飛散防止措置をとること

２　中間処理前に石綿含有廃棄物の混入が確認された場合は、直ちに撤去すること
３　中間処理としての破砕・切断は行わないこと
４　中間処理する場合は、溶融、無害化処理により処分すること

５　最終処分する場合は、管理型又は安定型最終処分場の一定の場所で分散しないように埋立処分し、１日の作業終了後覆土すること

（注）石綿含有産業廃棄物とは、工作物の新築、改築又は除去に伴って生じた飛散性の廃石綿等以外の産業廃棄物であって、石綿をその重量の0.1%を超えて含有するもの

　　　　　　　　　　　　　　　連絡先　愛知県資源循環推進課(052-954-6235,6237)　　　　　　　　　　　　　　　　

　名古屋市廃棄物指導課(052-972-2392)
　豊橋市廃棄物対策課(0532-51-2406)

　岡崎市廃棄物対策課(0564-23-6831)

　豊田市廃棄物対策課(0565-34-6710)

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　２２循環第４１２号

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　平成２２年９月３日

　

　各産業廃棄物処理業者　代表者　様

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　愛知県環境部長
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（公印省略）
石綿含有産業廃棄物の適正処理について（通知）

　日頃から本県の廃棄物行政の推進にご理解とご協力をいただき感謝しております。

　先般、建築物の解体に伴い発生したコンクリート塊（がれき類）を利用した再生砕石に、石綿を含むスレート材等の破砕物（石綿含有産業廃棄物）が混入しているとの新聞報道がありました。

　石綿含有産業廃棄物の取扱いについては、平成１９年１１月５日付けで環境省が「石綿含有廃棄物等処理マニュアル」(http://www.env.go.jp/recycle/ misc/asbestos-dw/)

を定め、関係団体等を通じて周知されたところです。

ついては、同マニュアルに従い、収集運搬・処分のそれぞれの過程において、下記の事項に留意して適正処理を徹底されるようお願いします。

記

１　収集運搬、積替え保管に際しては、他の廃棄物と区分し、飛散防止措置をとること

２　中間処理前に石綿含有廃棄物の混入が確認された場合は、直ちに撤去すること
３　中間処理としての破砕・切断は行わないこと
４　中間処理する場合は、溶融、無害化処理により処分すること

５　最終処分する場合は、管理型又は安定型最終処分場の一定の場所で分散しないように埋立処分し、覆土すること

（注）石綿含有産業廃棄物とは、工作物の新築、改築又は除去に伴って生じた飛散性の廃石綿等以外の産業廃棄物であって、石綿をその重量の0.1%を超えて含有するもの

　　　　　　　　　　　　　　　　　　担当　資源循環推進課　産業廃棄物グループ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　同課廃棄物監視指導室　指導グループ

電話　052-954-6235（産業廃棄物グループ）

052-954-6237（指導グループ）

